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志學館大学転学部及び転学科に関する規程 

 

 （趣  旨） 

第１条 この規程は、志學館大学学則第４４条の規定に基づき、志學館大学（以下「本学」とい

う。）に在籍する学生の転学部及び転学科に関し必要な事項を定める。 

（転学部及び転学科） 

第２条 転学部及び転学科できる者は、１年以上本学に在学した学生とする。 

（転学部の手続等） 

第３条 転学部を志願する者は、一の学部・学科を選定して、所定の転学部願書を、所定の期日

までに現に所属する学部の長に提出しなければならない。 

２ 前項の学部の長は、受理した願書を、学部教務委員会の意見を聴いて、受入れ学部の長に送

付するものとする。 

３ 受入れ学部の長は、学部・学科又はコースの学生定員等を勘案し、志願者の面接を行ったう

えで、受入れても支障がないと判断した場合、学部教務委員会で次の各号に掲げる事項ついて

審議のうえ、学長に説明するものとする。 

 (1)  転学部を志願する者の、現に所属している学部における学業成績 

 (2)  受入れ学部の教員の面接所見 

 (3)  その他、受入れ学部の長が必要と認める事項 

４ 学長は、受入れ学部の長の説明に基づき、合同教授会の意見を聴いて、転学部を許可するこ

とができる。 

 （転学科の手続等） 

第４条 転学科を志願する者は、所定の転学科願書を、所定の期日までに学部長に提出しなけれ

ばならない。 

２ 学部長は、志願先の学科又はコースの学生定員等を勘案し、受入れても支障がないと判断し

た場合、学部教務委員会で次の各号について審議のうえ、学長に説明するものとする。 

 (1)  転学科を志願する者の、現に所属している学科における学業成績 

 (2)  受入れ側の学科の教員の面接所見 

 (3)  その他、学部長が必要と認める事項 

３ 学長は、学部長の説明に基づき、合同教授会の意見を聴いて、転学科を許可することができ

る。 

（雑 則） 

第５条 この規程に定めるもののほか、転学部及び転学科に関し必要な事項は合同教授会の意見

を聴いて学長が別に定める。 

 

附 則 

１ この規程は、平成１９年１０月３１日から施行する。 

２ 次に掲げる規程は、廃止する。 

(1)  志學館大学転学部に関する規程 



2 

 

(2)  志學館大学人間関係学部転学科に関する規程 

附 則 

この規程は、平成２５年４月１日から施行する。 

 附 則 

 この規程は、平成２６年４月１日から施行する。 

 附 則 

 この規程は、平成３０年４月１日から施行する。 

 附 則 

 この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

 


